
2015世界ジュニアレポート（8）


Final Bへ進んだJW1x 大門千紗選手（日田林工高校）



8月7日（金） 
JM4x #68 8:58 S C/D1 

　 本日のレースはJM4xから始まりました。4艇

でのレース。何としても3位までに入り、FinalC

進出をかけて出艇しました。 

　 1000mまではARGにもやや出られ、4位通過

という厳しいレース展開。しかしそこから強い

心で必死に巻き返し、1500mでARGにほぼ並び、

ラストスパートで両艇なだれ込むようにゴール。

どちらが3位か固唾をのんで掲示板を見つめま

したが、JPNはARGを0.2強の差で抑え3位とな

りFinalCへの進出を決めました。 

1位USA 6:12.50　2位CHN  6:16.13　3位JPN 

6:18.69　4位ARG 6:18.98  

1-3->FC, 4..->FD 

JW1x #72 9:26 S A/B1 

　 他の選手の正確な身長・体重等は分かりませ

んが、OPの選手に交じっての厳しいレースと

なりますが、それを望んでの今大会への参加で

す。 

500mではITA・BEL・JPNと3艇固まっての5

位通過。しかしそこからジリジリと差を広げら

れ1000mではITA・BELに1艇身程度出られての

5位通過。その差を埋めることはできずそのま

まゴールしました。 

JM4x Final Cゴール直前 (S木村晶選手(函館水産高校)　、3瀬戸淳也選手(美方高校)、2高瀬稜真選手(日田三隈高校)、

B中村智哉選手(下諏訪向陽高校))
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上：JW2x Final C　終盤の鬩ぎ合い (S横田栞選手(唐津東高校)、B高野晃帆選手(日田三隈高校)) 

下：Final Cで他艇を寄せ付けないJM2x (S江本拓斗選手(八尾高校)、B野村颯士朗選手(美方高校))



1位NED 7:43.43　2位GER 7:50.44　3位ITA 

7:52.88　4位BEL 7:56.58　5位JPN 8:01.89　6

位CHI 8:24.68   

1-3->FA, 4..->FB 

JW4x #83 10:43 S A/B2 

　圧倒的な体格差・体力の差は如何ともしがた

く、スタートからあっという間に離されました。

明日のFinalBに心機一転、最後のレースに臨ん

でもらいたいと思います。 

1位GER 6:45.63　 2位USA 6:47.95　 3位FRA 

6:50.62　 4位NZL 6:58.59 　 5位RUS 7:07.63　

6位JPN 7:38.62    

1-3->FA, 4..->FB 

JM2x #91 11:39 FinalC 

　 昨日の悔しさをこのレースにぶつけ、絶対に

1位で終わるという強い決意の下、蹴りだしま

した。 

　スタートから順調に飛び出し、1000mまでは

2位のDENと1艇身以内でしたが、ラフコンの中

でも安定したテクニック・スピードを発揮し続

け、ゴールでは2位に10秒近くの差をつけてフィ

ニッシュ。FinalCでは敵がいない堂々の1位で

大会を締めくくりました。 

1位JPN 6:52.54　 2位DEN 7:02.03　 3位USA 

7:08.19　4位ZIM 7:08.49　5位ARG 7:09.74　6

位BAH 8:05.72  

全体13位 

Final Cを1位で終了したJM2x  (S江本拓斗選手(八尾高校)、B野村颯士朗選手(美方高校))



JW2x#92 11:46 FinalC 

　 JM2xと同じく、この組の1位フィニッシュ

目指して出艇しました。 

　500mでは6艇固まった状態での4位通過。そ

こからJPNはジワジワとリードし始め1000m、

1500mと1位で通過し力強さを見せます。しか

し、レース後半の横波を受ける部分に差し掛か

るとレンジが短くなり始め、他艇に出られ始め

ました。最後は4位でゴール。自力・可能性の

ある選手たちですので、ラフコンでもしっかり

と漕げる安定感あるテクニックを身につけ、再

度世界に挑戦してもらいたいと思います。 

1位DEN 7:48.70　2位ARG 7:49.89　3位RUS 

7:51.57　4位JPN 7:52.32　5位ZIM 7:54.81　6

位NCA 8:07.18 

全体16位 

JM4x #94 12:00 FinalC 

 スタートからCROとUSAに出られながらも

MEX・URU・JPN・CHNと4艇が固まって進み

500mでは4位通過。その後1000mではMEXと

CHNがその4艇から少し出始め、JPNはURUと

横並びで1000mを5位で通過。URUはラストク

オーターでもスピードをキープし4位に浮上、

JPNラスト250mでレートを上げて食い下がり

ましたが最後は6位でゴール。個性豊かなクルー

です。更なる上を目指して、また世界に挑戦し

てくれることを期待します。 

1位CRO 6:20.8　 2位MEX 6:22.85　 3位USA 

6:24.38　 4位URU 6:29.09　 5位CHN 6:30.80　

6位JPN 6:35.85 

全体18位 

 明日8/9(土)大会最終日はJW1x・JW4xがFinalB

に挑みます。 


